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新病院整備の課題と今後の進め方 

 

１．病院開設許可要件の課題 

 ○ 許可病床の確保 

○ 医療施設の所有 

○ 医療スタッフの確保 

 

２.新病院整備可否判断時に示していた課題（基本方針(案)） 

○ 立地場所 

○ 運営形態 

 ○ 材料費及び委託料などを統計上の民間病院並みに調達 

○ 市財政の中長期見通し 

 

３．野洲病院との関係性における課題 

○ 市の財産保全を優先（貸付金未償還金、損失補償、病院敷地内の市有地） 

 

４．新病院整備基本構想の策定 

○「地域医療における中核的医療機関のあり方検討委員会」・「新病院整備可能性検

討委員会」からの２つの提言及び中核的医療拠点のあり方に関する基本方針（案）

に基づき、かつ現段階での病院整備にかかる課題の検討内容を盛り込み策定 

  ・期間：平成 25 年 10 月～平成 26 年 3 月予定 

・新病院整備検討委員会の設置（市民代表・医療専門家・医療行政など） 

  ・基本構想策定支援業務委託（医療コンサル） 

 

５．一般的な病院整備フロー（参考） 

 

 

 

 

（備考） 

・このフローは、一般的な病院整備を参考に作成しており、基本構想策定から開院までの 

期間は、5 年～7年程度としている。 

・基本構想策定の段階で、開院予定時期をはじめ、全体の整備スケジュールを策定する。  
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